
• Zoomのブレイクアウト・ルーム(ブレイクアウト・セッション)を用いて、発表者と参加者が落ち
着いて対話できるセッション(1時間程度)を設けます。

• 具体的には、発表者がZoomのブレイクアウト・ルーム内で待機し，参加者が現れたら3
〜5分程度の概要説明と質疑応答を繰り返す(対面でのポスターセッションに近い)発表
形式のセッションです。

• 一般セッションのように12分間説明し続ける必要がないため、学会参加が初めての方や学
生でも参加しやすい発表の場となっています。じっくりと討論することも可能です。この機会
に是非、発表をご検討下さい

ポスターセッション(対話型発表セッション) 
Zoomのブレイクアウト機能を用いた発表形式



提出物の用途とポスターセッション当日の流れ

1.予稿原稿PDF(事前提出)

• 「予稿原稿PDF」は大会論文集(オンライン予稿集)に掲載されます。

2. 各自が発表当日に用いる資料(当日までに準備）

• 当日は、ポスターセッション開始前にZoomの接続テストを行ってください。

• ポスターセッション会場のZoom画面には、ポスター発表と使用するブレイクアウトルームを示し
ています。

• 発表者はブレイクアウトルームで待機し、参加者に応じて、資料を用いた説明と質疑応答を
行ってください。



参考:ブレイクアウトルームへのアクセス方法

• Zoom画面下部から「ブレイクアウトルーム」ボタンをクリック

• 割り当てられたブレイクアウトルームを選択

• ウィンドウ右側の「参加」ボタンもしくは「数字」が表示されている箇所をクリックすると吹
出しが表示されるので、「はい」をクリック

※ 環境により表示が異なることがあります



ポスター発表における発表方法について

• ご自分の講演番号のZoomのブレイクアウトルームに入って発表いただきます。
発表時間は、14時20分から15時45分の1時間25分です。
この時間の中で、聴講者が入室してきたら、5分から10分程度で発表内容を説明し
てください。
発表方法については、指定はありません。
（１）数枚のパワーポイントでご説明いただく
（２）1枚のポスター風スライドで説明いただく
（３）動画を使って説明いただく
（４）Zoom画面上で実演して説明いただく
などなど、方法を工夫してご発表ください。
次々に入室者が入って来られますので、繰り返しご発表をお願い致します。

• 入室者との活発な質疑応答をお願い致します。
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	参考:ブレイクアウトルームへのアクセス方法
	ポスター発表における発表方法について

